
編
集
・
発
行

名
古
屋
市
美
術
館

常
設
企
画
展

近
代
名
古
屋
の
日
本
画
界

　
明
治
末
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の
名
古
屋
お
よ
び
周
辺
地
域
の
日
本
画
の
歴
史
を
辿
り
な

が
ら
、
名
古
屋
市
美
術
館
で
初
紹
介
の
画
家
を
含
む
中
京
画
壇
の
作
家
た
ち
の
作
品
を
一
堂
に
紹

介
し
ま
す
。
当
時
の
名
古
屋
は
、
江
戸
時
代
の
伝
統
を
引
き
継
い
だ
画
家
や
、
東
京
・
京
都
で
新

し
い
日
本
画
を
学
ん
だ
画
家
、
画
業
以
外
の
幅
広
い
活
動
に
取
り
組
ん
だ
画
家
な
ど
、
多
様
な
才

能
に
彩
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
作
品
だ
け
で
な
く
、
中
京
画
壇
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
も
あ
わ
せ
て

紹
介
し
ま
す
。
知
ら
れ
ざ
る
中
京
画
壇
の
世
界
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。



第
一
章
　
名
古
屋
開
府
三
百
年
と
中
京
画
壇
の
成
立

　
本
章
で
は
、明
治
４
３
年
（
１
９
１
０
）
に
開
催
さ
れ
た
「
名
古
屋
開
府
三
百
年
紀
念
新
古
美
術
展
覧
会
」

（
新
古
美
術
展
）
の
目
録
に
名
前
が
見
え
る
日
本
画
家
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
紹
介
す
る
画
家
の
多
く
は

同
好
社
（
同
好
画
会
）
と
後
継
団
体
で
あ
る
東
海
美
術
協
会
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

小
寺
雲
洞 （
１
８
７
１
〜
１
９
３
０
）

　
四
条
派
に
学
ん
だ
画
家
で
、
新
古
美
術
展
で
は
監
査
員
、
東
海
美
術
協
会

で
常
務
理
事
と
審
査
員
を
長
年
務
め
ま
し
た
。
本
図
の
よ
う
な
温
和
な
画
風

の
画
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

織
田
杏
斎
（
１
８
４
５
〜
１
９
１
２
）　

　
南
北
合
派
の
画
家
で
、
新
古
美
術
展
で
は
雲
洞
と
同
じ
く
監
査
員
を
務

め
ま
し
た
。
本
図
の
よ
う
に
桐
の
木
陰
で
読
書
を
す
る
様
子
を
描
く
主
題

は
、
中
国
の
明
・
清
時
代
の
文
人
画
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。

本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、令
和
７
年
９
月
２
７
日（
土
）か
ら
１
２
月
７
日（
日
）

ま
で
を
会
期
と
し
て
開
催
す
る
常
設
企
画
展
「
近
代
名
古
屋
の
日
本
画
界
」

の
た
め
に
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
品
作
品
の
う
ち
名
古
屋
市
美
術
館

所
蔵
作
品
、
お
よ
び
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
本
展
に
際
し
て
制

作
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
中
京
画
壇
の
日
本
画
家
た
ち
―
名
古
屋
市
美
術

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
」
で
紹
介
し
て
い
る
。

常
設
企
画
展
「
近
代
名
古
屋
の
日
本
画
界
」
の
企
画
、
本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

展
示
解
説
お
よ
び
作
家
・
作
品
解
説
の
執
筆
・
編
集
は
、
名
古
屋
市
美
術
館

学
芸
員
・
近
藤
将
人
が
担
当
し
、
同
館
学
芸
課
長
補
佐
・
松
井
美
保
、
同
館

会
計
年
度
任
用
学
芸
員
・
福
岡
優
里
、
山
田
真
央
香
が
こ
れ
を
補
佐
し
た
。

　
新
古
美
術
展
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
中
京
地
域
の
江
戸
時
代
以
降
の
美
術

の
変
遷
を
流
派
ご
と
に
紹
介
し
た
書
籍
。
３
０
０
年
に
お
よ
ぶ
中
京
地
域
の
日

本
画
家
・
洋
画
家
が
網
羅
的
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

織田杏斎《桐隠読書図》
明治 35 年 (1902)　
絹本墨画淡彩・軸装
鱓庵コレクション

田部井竹香　著　
野崎華年　装丁
『古今中京画談』
明治 44 年（1911）　
個人蔵

小寺雲洞《雨中渡船図》
大正～昭和（1910 ～ 20 年代）
絹本着彩・軸装
鱓庵コレクション

【
凡
例
】

・・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
中
京
画
壇
の
日
本
画
家
た
ち
―
名
古
屋
市
美
術
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
」
は
こ
ち
ら
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
電
子
版

を
閲
覧
で
き
ま
す
（
予
告
な
く
掲
載
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。



藤島華僊《羅漢図》
大正 7年 (1918)　
絹本着彩・軸装
鱓庵コレクション

渡辺秋渓（秋谿）
《富岳憧憬之一白糸瀑布図》
明治 44 年 (1911)　　
絹本墨画淡彩・軸装
鱓庵コレクション

大矢米年《呉道玄筆画龍上天図》
大正 13 年 (1924)　
絹本着彩・軸装（双幅）
鱓庵コレクション

藤
島
華
僊
（
１
８
６
６
〜
１
９
２
９
）　

　
現
在
の
群
馬
県
出
身
で
、
京
都
に
出
て
久
保
田
米
僊
に
学
び
、
後
に

名
古
屋
に
移
住
し
仙
洞
画
塾
の
運
営
を
補
佐
し
ま
し
た
。
風
景
画
を
得

意
と
し
た
渡
辺
秋
渓
（
秋
谿
）
と
は
対
照
的
に
人
物
画
、
特
に
観
音
・

羅
漢
を
得
意
と
し
ま
し
た
。

大
矢
米
年
（
１
８
７
９
〜
１
９
６
６
）

　
現
在
の
名
古
屋
市
中
村
区
出
身
で
、
京
都
に
出
て
森
川
曽
文
、
久
保

田
米
僊
に
師
事
し
た
後
に
帰
名
し
ま
し
た
。
本
作
で
は
、
中
国
唐
代
の

画
家
・
呉
道
玄
が
龍
に
相
対
し
て
そ
の
姿
を
描
き
出
す
様
子
を
、
迫
力

の
あ
る
筆
致
で
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

渡
辺
秋
渓
（
秋
谿
）（
１
８
６
６
〜
１
９
４
０
）

　
京
都
で
久
保
田
米
僊
に
学
び
、
京
都
府
画
学
校
の
教
師
も
務
め
た
画

家
で
す
。
後
に
帰
名
し
、
米
僊
が
名
古
屋
で
開
い
た
仙
洞
画
塾
の
運
営

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
風
景
を
得
意
と
し
、
特
に
富
士
山
の
絵
を
多
く

描
き
ま
し
た
。

用
語
解
説
コ
ー
ナ
ー
①

・
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会

・ 

名
古
屋
開
府
名
古
屋
開
府
三
百
年
紀
年
新
古
美
術
展
覧
会

・
東
海
美
術
協
会

明
治
４
３
年（
１
９
１
０
）３
月
１
６
日
〜
６
月
１
３
日
に
鶴
舞
公
園
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
。

関
西
だ
け
で
な
く
北
海
道
・
東
北
・
九
州
を
除
く
全
国
か
ら
の
出
品
物
を
展
示
。

来
場
者
は
約
２
６
万
人
で
、
当
時
の
名
古
屋
市
の
人
口
の
６
倍
以
上
。

第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
に
併
せ
て
愛
知
県
商
品
陳
列
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
。

全
ジ
ャ
ン
ル
の
美
術
品
が
集
ま
っ
た
。

明
治
４
３
年
（
１
９
１
０
）
に
発
足
し
た
民
間
初
の
総
合
美
術
団
体
。
明
治
１
６
年 

（
１
８
８
３
）
に
設
立
さ
れ
た
日
本
画
団
体
・
同
好
社
（
同
好
画
会
）
が
前
身
の
一
つ
。

結
成
翌
年
か
ら
毎
年
展
覧
会
を
開
催
し
た
だ
け
で
な
く
、
古
美
術
の
展
覧
会
や
講
演
会

な
ど
も
定
期
的
に
行
っ
た
、
中
京
美
術
界
の
中
核
的
団
体
。



狩野梅斎《梅花双鶏図》
大正～昭和（1920-30c.）
絹本着彩・軸装
鱓庵コレクション

波多野一岳《新緑之図》
大正～昭和（1920-30c.）
　絹本着彩・軸装
鱓庵コレクション

兼松蘆門《梅林之図》
明治 44 年 (1911)　
絹本墨画淡彩・軸装
鱓庵コレクション

兼
松
蘆
門
（
１
８
６
４
〜
１
９
１
７
）

　
鷲
見
春
岳
に
四
条
派
、
中
野
水
竹
、
神
保
木
石
に
南
画
を
学
び
、
菅
原
白
龍

に
も
学
ん
だ
画
家
で
、
美
術
研
究
者
と
し
て
『
日
本
画
沿
革
史
』
な
ど
の
書
籍

も
執
筆
し
ま
し
た
。
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
に
は
、
菩
提
寺
の
修
繕
費
捻
出

の
た
め
に
２
０
０
幅
の
山
水
画
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
本
作
に
画
題
・

構
図
が
酷
似
し
た
作
品
も
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

毛
利
梅
友
（
１
８
７
１
〜
１
９
５
３
）

　
尾
張
藩
士
の
子
。
初
め
叔
父
で
あ
る
水
谷
棲
谷
に
絵

を
学
び
、
後
に
田
能
村
直
入
の
門
に
入
り
ま
し
た
。
本

作
で
は
晩
秋
の
玉
野
の
風
景
を
、
師
で
あ
る
直
入
の
影

響
色
濃
い
画
風
で
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

狩
野
梅
斎
（
１
８
８
３
〜
１
９
６
９
）

　
石
河
有
𥻘
に
師
事
し
南
北
合
法
を
学
ん
だ
後
、
上
京
し
て
池
上
秀
畝
に

師
事
し
ま
し
た
。
花
鳥
画
、
特
に
鶴
を
得
意
と
し
ま
し
た
。
本
作
に
描
か

れ
る
の
は
鶏
で
す
が
、
花
鳥
を
得
意
と
し
た
梅
斎
の
典
型
的
な
作
風
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

波
多
野
一
岳
（
１
８
７
７
〜
１
９
５
７
）

　
奥
村
石
蘭
、
鷲
見
春
岳
、
織
田
杏
斎
に
師
事
し
た

画
家
で
、鹿
を
得
意
と
し
た
こ
と
か
ら
「
鹿
の
一
岳
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
本
作
に
鹿
は
描
か
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
そ
の
分
、
風
景
描
写
の
描
き
込
み
に
重
き
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

毛利梅友《玉野霜暁》
大正～昭和（1920-30c.）　
絹本着彩・軸装
個人蔵



第
二
章
　
東
海
美
術
協
会
と
次
世
代
の
日
本
画
家
た
ち

　
本
章
で
は
、
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
の
御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
日
本
画

家
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
東
京
や
京
都
で
学
ん
だ
若
手
画
家
や
、
東
西
出
身
で
活
動
拠
点
を
名
古
屋
に

移
し
た
画
家
な
ど
、
中
京
地
域
の
美
術
界
を
盛
り
上
げ
た
画
家
た
ち
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第8回帝展入選

石川竹邨《初夏竹垣遊禽図屏風》
大正（ 1923 年以前）
絹本着彩・屏風装（二曲一双）
個人蔵

石川英鳳《紅花白鳥》
昭和 2年 (1927)　
絹本着彩・屏風装（二曲一隻）
鱓庵コレクション

大岩聚星《春趣二題》
大正 15 年（1926）
絹本着彩・軸装（双幅）
鱓庵コレクション

石
川
竹
邨
（
１
８
８
４
〜
１
９
５
２
）

　
東
京
生
ま
れ
で
、
松
本
楓
湖
、
鈴
木
華
邨
に
学
ん
だ

画
家
で
す
。
関
東
大
震
災
で
私
財
を
失
い
名
古
屋
に
移

住
し
、
以
降
は
生
涯
名
古
屋
を
拠
点
と
し
ま
し
た
。
本

作
は
今
回
新
発
見
と
な
っ
た
大
作
で
、
竹
垣
を
背
景
に

青
々
と
し
た
カ
ボ
チ
ャ
の
葉
と
弦
が
画
面
を
覆
い
、
雀
、

つ
が
い
の
鶉
（
う
ず
ら
）、
ホ
ウ
セ
ン
カ
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

大
岩
聚
星
（
１
８
９
８
〜
１
９
６
９
）

　
愛
知
県
出
身
で
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
に
進
学
し
、

青
甲
社
・
愛
土
社
で
主
に
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。
本

作
は
大
正
１
５
年
（
１
９
２
６
）
の
青
甲
社
研
究
会
で

佳
作
と
な
り
、
翌
年
の
第
４
回
青
甲
社
展
に
出
品
さ
れ

た
作
品
で
す
。

石
川
英
鳳
（
１
８
９
６-

１
９
７
３
）

　

京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
卒
業
後
に
帰
郷
、
蓬
莱
画
塾
を
創
設
し
多
く
の
門
弟
を

育
て
ま
し
た
。
大
正
１
３
年
（
１
９
２
４
）
の
第
５
回
帝
展
か
ら
連
続
８
回
入
選
を
果

た
し
ま
し
た
が
、本
作
は
そ
の
８
作
の
う
ち
、唯
一
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

用
語
解
説
コ
ー
ナ
ー
②

・
愛
土
社

 ・
中
京
美
術
院

・
愛
知
社

大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
に
、
佐
藤
空
鳴
ら
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
の
在
学
生
で

結
成
、
大
正
１
０
年
か
ら
名
古
屋
で
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど

が
中
京
地
域
で
活
動
し
な
が
ら
、
京
都
の
西
山
翠
嶂
の
画
塾
・
青
甲
社
に
も
所
属
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

大
正
１
３
年
（
１
９
２
４
）
に
朝
見
香
城
を
中
心
に
中
京
地
域
の
日
本
画
発
展
の
た

め
に
結
成
さ
れ
た
団
体
。
喜
多
村
麦
子
、
渡
辺
幾
春
、
横
山
葩
生
な
ど
、
非
愛
土
社

系
の
若
手
画
家
が
参
加
し
た
。

大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
に
、
主
に
文
展
（
帝
展
）
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
中
京

圏
出
身
者
で
あ
る
川
崎
小
虎
、
富
田
范
渓
、
太
田
三
郎
、
加
藤
静
児
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
た
総
合
美
術
団
体
。
定
期
的
に
名
古
屋
で
展
覧
会
を
開
催
し
た
。

第4回青甲社展出品



朝見香城《海苔採り》　大正14年ごろ（1925c.）
紙本着彩・屏風装（四曲一隻）
鱓庵コレクション（名古屋市美術館寄託）

近藤白鳳《葉蔭育雛》
大正～昭和（1924-27c.）
絹本着彩・軸装
鱓庵コレクション

織田杏逸《葡萄之図》
昭和 5年ごろ（1930c.）　
絹本着彩・軸装
鱓庵コレクション

浅井正臣《叭々鳥》
昭和 10 年ごろ（1935c.）
絹本墨画淡彩・軸装
鱓庵コレクション

朝
見
香
城
（
１
８
９
０
〜
１
９
７
４
）

　
姫
路
出
身
で
、
大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
に
来
名
し
、
生
涯
名
古
屋
を
拠
点
と
し

た
画
家
で
す
。
中
京
の
美
術
団
体
の
取
り
ま
と
め
や
画
塾
の
運
営
な
ど
を
通
し
て
、

中
京
画
壇
の
発
展
に
著
し
い
貢
献
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
の
西
山
翠
嶂
に

学
び
、
画
塾
・
青
甲
社
の
結
成
に
も
名
を
連
ね
ま
し
た
。
本
作
は
、
海
苔
の
収
穫
が

描
か
れ
て
お
り
、
香
城
没
後
す
ぐ
の
追
悼
展
に
も
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

近
藤
白
鳳
（
１
８
８
９
〜 

没
年
不
明
）

　
小
寺
雲
洞
に
日
本
画
を
学
ん
だ
後
、
京
都
に
出
て
西
山
翠
嶂
に
師
事
し
た
画
家
で
、
帰
郷
後
中
京
美
術
院
の
結
成

に
参
加
し
ま
し
た
。
瀟
洒
な
花
鳥
画
を
得
意
と
し
、
本
作
で
は
柘
榴
（
ざ
く
ろ
）
の
木
に
小
鳥
が
巣
を
作
る
様
子
が

描
か
れ
ま
す
。

浅
井
正
臣
（
１
８
９
６
〜
１
９
７
９
）

　
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
に
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
同
４
年
に
青
甲
社
に
入
門
し
ま
し
た
。
文
展
、
帝

展
だ
け
で
な
く
院
展
に
も
出
品
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
本
作
は
院
展
に
出
品
し
て
い
た
時
期
の
作
品
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

織
田
杏
逸
（
１
８
９
０
〜
１
９
７
０
）

　
織
田
杏
斎
の
三
男
で
、
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
に
進
学
、
愛
土
社
結
成
に
参
加
、
青
甲
社
に
も
所
属
し
、
中
京

美
術
院
に
も
名
を
連
ね
ま
し
た
。
葡
萄
と
栗
鼠
（
り
す
）
の
組
み
合
わ
せ
は
多
産
を
意
味
し
、
吉
祥
画
と
し
て
頻
繁

に
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

用
語
解
説
コ
ー
ナ
ー
③

・
御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
に
新
天
皇
即
位
を
祝
し
て
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
。
美
術
展

の
会
場
と
し
て
新
造
さ
れ
た
美
術
館
は
、
博
覧
会
閉
会
後
に
名
古
屋
市
に
寄
贈
さ
れ
、

鶴
舞
公
園
美
術
館
と
し
て
戦
前
を
通
し
て
多
く
の
展
覧
会
の
会
場
と
な
っ
た
。



常
設
企
画
展
�
近
代
名
古
屋
�
日
本
画
界
�
出
品
�
�
�

第
一
章　
名
古
屋
開
府
三
百
年
と
中
京
画
壇
の
成
立

﹇
出
品
リ
ス
ト
の
表
記
に
つ
い
て
﹈

名
美
…
名
古
屋
市
美
術
館　
鱓
庵
…
鱓
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

鱓
庵
（
寄
託
）
…
鱓
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
名
古
屋
市
美
術
館
寄
託
）

個
人
…
個
人
蔵

通
…
通
期
展
示　
前
…
前
期
展
示　
後
…
後
期
展
示　

◎
…
本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載　

〇
…
中
京
画
壇
の
日
本
画
家
た
ち
―
名
古
屋
市
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
」
に
掲
載　
　

●
…
両
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
な
し

一
三
�

二

一
三
�

一

一
二

一
一

一
〇

九 八
資
料
六

七 六 五
資
料
五

四 三 二 一
資
料
四

資
料
三

資
料
二

資
料
一

番
号

狩
野
梅
斎

波
多
野
一
岳

松
田
杏
亭

毛
利
梅
友

熊
沢
古
篷

奥
村
石
亭

小
寺
雲
洞

兼
松
蘆
門
 
著

兼
松
蘆
門

大
矢
米
年

藤
島
華
僊

渡
辺
秋
渓

(

秋
谿

)

著

渡
辺
秋
渓

�
秋
谿

�

水
谷
芳
年

石
河
有
𥻘

織
田
杏
斎

　

作
者

梅
花
双
鶏
図

新
緑
之
図

双
鯉
図

玉
野
霜
暁

勁
翮
排
霜
図

�
鷹
野
猛
威

�

月
次
山
水
図
屏
風

雨
中
渡
船
図

竹
洞
と
梅
逸

竹
田
と
華
山

日
本
画
沿
革
史

梅
林
之
図

呉
道
玄
筆
画
龍
上
天
図

羅
漢
図

富
岳
百
景
画
譜

富
岳
憧
憬
之
一
白
糸
瀑
布
図

花
鳥
図
屏
風

巌
上
孔
雀
図

桐
隠
読
書
図

絵
葉
書

�
愛
知
県
商
品
陳
列
館

�
猿
面
茶
席

�

新
古
美
術
展
覧
会
案
内
図

名
古
屋
案
内

第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
全
図

作
品
・
資
料
名

鱓
庵

鱓
庵

名
美

個
人

名
美

名
美

鱓
庵

名
美

個
人

個
人

鱓
庵

鱓
庵

鱓
庵

個
人

鱓
庵

名
美

名
美

鱓
庵

個
人

個
人

個
人

個
人

所
蔵

大
正
�

昭
和

大
正
�

昭
和

戦
後

大
正
�

昭
和

昭
和
２
年

大
正

大
正
�

昭
和

明
治
４
４
年

明
治
３
９
年

明
治
３
８
年

明
治
４
４
年

大
正
１
３
年

大
正
７
年

明
治
４
１
年

明
治
４
４
年

大
正

大
正
１
２
年

明
治
３
５
年

明
治
４
３
年

明
治
４
３
年

明
治
４
３
年

明
治
４
３
年

制
作
年
和
暦

1
9
2
0
�

3
0
年
代

1
9
2
0
�

3
0
年
代

1
9
5
0
年
代

1
9
2
0
�

3
0
年
代

1
9
2
7

1
9
1
0
年
代

1
9
1
0
�

2
0
年
代

1
9
1
1

1
9
0
6

1
9
0
5

1
9
1
1

1
9
2
4

1
9
1
8

1
9
0
8

1
9
1
1

1
9
2
0
年
代

1
9
2
3

1
9
0
2

1
9
1
0

1
9
1
0

1
9
1
0

1
9
1
0

制
作
年
西
暦

絹
本
着
彩

絹
本
着
彩

絹
本
着
彩

絹
本
着
彩

絹
本
着
彩

紙
本
墨
画
淡
彩

絹
本
着
彩

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

絹
本
墨
画
淡
彩

絹
本
着
彩

絹
本
着
彩

印
刷
物

絹
本
墨
画
淡
彩

絹
本
着
彩

絹
本
着
彩

絹
本
墨
画
淡
彩

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物 材

質
技
法

後
〇

前
〇

通
〇

通
●

通
〇

通
〇

通
◎

通
●

通
●

通
●

通
◎

通
◎

通
◎

通
●

通
◎

通
〇

通
〇

通
◎

通
●

通
●

通
●

通
●

期
間



本
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
貴
重
な
作
品
を
快
く
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
、
鱓
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た

所
蔵
者
の
皆
様
、
な
ら
び
に
展
覧
会
実
現
の
た
め
に
ご
協
力
を
賜
っ
た
関
係
者
各
位
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

第
二
章　
東
海
美
術
協
会
と
次
世
代
の
日
本
画
家
た
ち

発
行
日
：
２
０
２
５
年　

 

月
５
日

11

※
狩
野
梅
斎
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
者
が
見
つ
か
ら
ず
、
図
版
の
掲
載
に
つ
い
て
ご
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
著
作
権
者
を
ご
存
知
の
方
は
、
名
古
屋
市
美
術
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

謝
辞

資
料
一

森
村
稲
門

�
宜
永

�

山
田
秋
衛

服
部
有
恒

林
雲
鳳

清
水
有
聲

平
岩
三
陽

富
田
范
渓

喜
多
村
麦
子

渡
辺
幾
春

横
山
葩
生

朝
見
香
城

石
川
英
鳳

浅
井
正
臣

近
藤
白
鳳

織
田
杏
逸

大
岩
聚
星

佐
藤
空
鳴

石
川
竹
邨

水
野
清
亭

東
海
美
術
協
会

東
海
美
術
協
会

田
部
井
竹
香
 
著

野
崎
華
年
　
装
丁

題
不
詳

�
合
戦
図

�

竜
宮
城
図
屏
風

業
平
観
梅

玄
上

椿
咲
く
島

山
は
粧
ふ

麦
畑

�
暮
れ
行
く
堀
川

�
絵
葉
書

�
暮
れ
行
く
堀
川

�
陳
列
通
知

御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会
関
連
資
料

�
鳥
瞰
図

�
絵
葉
書

�
美
術
展
目
録

�

記
念
菓
子
皿

�

暮
れ
行
く
堀
川

蓄
音
機

晴
れ
た
る
日

海
苔
採
り

紅
花
白
鳥

叭
々
鳥

葉
蔭
育
雛

葡
萄
之
図

春
趣
二
題

晩
春

�
分
譲
地
風
景

�

初
夏
竹
垣
遊
禽
図
屏
風

春
麗

第
十
九
回
東
海
美
術
協
会
展
覧
会
目
録

東
海
秀
美
帖

古
今
中
京
画
談

名
美

名
美

名
美

名
美

名
美

名
美

名
美

名
美

名
美

個
人

名
美

名
美

名
美

鱓
庵

�
寄
託

�

鱓
庵

�
寄
託

�

鱓
庵

鱓
庵

鱓
庵

鱓
庵

名
美

個
人

名
美

個
人

名
美

個
人

昭
和
前
半

昭
和
２
年
ご
ろ

昭
和
５
年
ご
ろ

昭
和
４
年

大
正
９
年

昭
和
１
２
年

昭
和
８
年
ご
ろ

昭
和
３
年

昭
和
３
年

昭
和
３
年

昭
和
３
年

昭
和
８
年

昭
和
１
１
年

大
正
１
４
年
ご
ろ

昭
和
２
年

昭
和
１
０
年
ご
ろ

大
正
�

昭
和

昭
和
５
年
ご
ろ

大
正
１
５
年

昭
和
４
年

大
正

大
正
３
年

昭
和
４
年

明
治
４
３
年

明
治
４
４
年

1
9
2
0
�

3
0
年
代

1
9
2
7
ご
ろ

1
9
3
0
ご
ろ

1
9
2
9

1
9
2
0

1
9
3
7

1
9
3
3
年
ご
ろ

1
9
2
8

1
9
2
8

1
9
2
8

1
9
2
8

1
9
3
3

1
9
3
6

1
9
2
5
年
ご
ろ

1
9
2
7

1
9
3
5
ご
ろ

1
9
2
4
�

1
9
2
7
年
ご
ろ

1
9
3
0
年
ご
ろ

1
9
2
6

1
9
2
9

1
9
2
3
年
以
前

1
9
1
4

1
9
2
9

1
9
1
0

1
9
1
1

紙
本
着
彩

絹
本
着
彩

紙
本
着
彩

絹
本
着
彩

絹
本
着
彩

紙
本
着
彩

絹
本
着
彩

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物
・
陶
器

絹
本
着
彩

絹
本
着
彩

絹
本
着
彩

紙
本
着
彩

絹
本
着
彩

紙
本
墨
画
淡
彩

絹
本
着
彩

絹
本
着
彩

紙
本
着
彩

紙
本
着
彩

絹
本
着
彩

絹
本
着
彩

印
刷
物

印
刷
物

書
籍

● ● ● ● ●
通
◎
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